
教育・研究の現場から 

 総合研究博物館 
The University Museum

高橋　進 
総合研究博物館長 

http://www.um.u-tokyo.ac.jp/

 

研究者の着想から思考の過程、成果を追って展示している導入部 

爆心地にたたずむ科学者渡辺武男先生をイメージ表現した導
入部 

米軍が撮影した被爆後の状況のフィルムを素材とした映像イン
スタレーションによる展示 

渡辺武男先生が撮影した写真を展
示資料として氏の目に映った様子
をインスタレーション的に紹介してい
る。薄型自発光フィルム（ＥＬライト）
により展示 

広島でのフィールドワークの足跡を
紹介するコーナー。（手前）床に
施されたマップと被爆資料を複合さ
せて展示。奥には今回の調査で
判明したしし頭の真相をドキュメント
タッチで紹介している 

装置「スーパーカミオカンデ」の中でチェレンコフ光を発している様子を照明
で演出。装置を支える技術と技術者の姿を垣間見せるのぞき型の展示を行な
っている 

「スーパーカミオカンデ」の特徴を紹介する
テーマコーナー。神岡鉱山のシースルー模
型と、電子増倍管などを象徴的に展示 

　
総
合
研
究
博
物
館
は（
旧
）
総
合
研
究
資
料
館
が
拡
充

改
組
す
る
か
た
ち
で
平
成
八
年
五
月
に
誕
生
し
た
国
立
大

学
初
の
総
合
研
究
型
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
あ
る
。
明
治
初
め

の
お
雇
い
外
国
人
教
師
は
、
大
学
に
不
可
欠
な
研
究
教

育
支
援
装
置
と
し
て
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
創
設
を
真
っ

先
に
挙
げ
た
と
言
わ
れ
る
が
、
百
二
十
年
以
上
の
時
を
経

て
、
そ
れ
が
東
大
で
よ
う
や
く
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
研

究
部
教
官
十
人
に
事
務
官
七
人
の
小
所
帯
で
あ
る
が
、

創
学
以
来
蓄
積
さ
れ
続
け
て
い
る
学
術
標
本
は
公
称
二
百

四
十
万
点
。
近
年
の
寄
贈
・
寄
託
標
本
を
加
え
る
な
ら
、

現
在
数
は
ゆ
う
に
三
百
万
点
を
超
え
る
。 

　
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
ら
か
け
が
え
の
な
い
学
術

資
源
の
保
存
と
管
理
、
公
開
と
活
用
は
第
一
義
的
な
使
命

で
あ
る
。
し
か
し
、
総
合
研
究
型
博
物
館
に
求
め
ら
れ
て

い
る
の
は
、
そ
う
し
た
ル
ー
テ
ィ
ン
業
務
に
限
ら
な
い
。
そ

れ
こ
そ
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
ま
た
が
る
膨
大
な
学

術
標
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
基
盤
に
す
え
、
既
存
の
「
専
門

分
野
」
を
超
え
る
高
度
な
融
合
型
研
究
分
野
を
創
発
し
、

先
端
諸
科
学
を
駆
使
し
た
研
究
手
法
を
開
発
す
る
こ
と

も
ま
た
、
博
物
館
に
付
託
さ
れ
た
重
要
な
使
命
だ
か
ら
で

あ
る
。 

　
近
年
と
く
に
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
大
学
の
社

会
貢
献
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
し
て
は
、
発
足
以
来
す
で
に
十

七
回
を
数
え
る
に
至
っ
た
連
続
企
画
展
示
「
東
京
大
学

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
、
各
年
二
、
三
度
開
催
す
る
「
特
別
展

示
」
、
国
内
外
へ
の
「
巡
回
展
示
」
な
ど
の
公
開
・
展

示
活
動
と
、
そ
れ
に
付
随
す
る
出
版
広
報
活
動
、
さ
ら

に
は
現
職
学
芸
員
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
か
ら
、
一
般
対
象

の
公
開
講
座
や
各
種
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支

援
な
ど
、
多
様
な
活
動
で
応
え
て
い
る
。
平
成
十
三
年

に
は
理
学
系
研
究
科
附
属
植
物
園
内
に
小
石
川
分
館
が
、

翌
十
四
年
に
は
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
寄
付
研
究

部
門
が
そ
れ
ぞ
れ
誕
生
し
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
施
設
、
研

究
ス
タ
ッ
フ
の
拡
充
と
と
も
に
、
博
物
館
の
活
動
領
域
も

ま
た
飛
躍
的
に
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。 

 

平成16年１月24日～平成16年４月12日「石の記憶―ヒロシマ・ナガサキ―」展 

平成15年１月16日～平成15年６月20日開催「ニュートリノ」展 撮影＝奥村浩司 

撮影＝奥村浩司 
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 アジア生物資源環境研究センター 
Asian Natural Environmental Science Center

飯山　賢治 
前アジア生物資源環境研究センター長 

http://www.anesc.u-tokyo.ac.jp/index.html

タイ南部熱帯酸性泥炭湿地に生育するメラルーカの森林 油ヤシプランテーションを開発するため破壊されたタイ南部熱帯酸性泥炭
湿地の森林（二次林） 

インドネシア西ジャワの農村環境調査 

インドネシア・バリ島の棚田 地平線まで広がる中国黒龍江省のアルカリ土壌（pH10.5）。パッチ状に塩が析
出し極めて貧弱な植生 

 

環
境
と
調
和
し
た
持
続
的
生
物
生
産
を
目
指
し
て 

 

　
ア
ジ
ア
生
物
資
源
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
東
ア
ジ
ア

を
対
象
に
生
物
生
産
の
持
続
的
利
用
と
環
境
保
全
の
調

和
を
は
か
る
た
め
の
国
際
共
同
研
究
を
推
進
す
る
た
め

に
、
一
九
九
五
年
四
月
に
学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
と

し
て
十
年
時
限
で
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
〇
五
年
三

月
に
時
限
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の

成
果
の
上
に
立
っ
て
新
た
な
出
発
と
さ
ら
な
る
展
開
を

目
指
し
て
い
ま
す
。 

　
世
界
の
人
口
は
六
〇
億
人
を
超
え
、
二
〇
三
〇
年
に

は
八
三
億
人
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
口
増

に
加
え
、
世
界
の
人
口
の
七
八
％
が
生
活
す
る
開
発
途

上
国
（
二
〇
三
〇
年
に
は
八
四
％
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
）

の
開
発
の
進
行
に
伴
っ
て
、
地
球
的
規
模
及
び
地
域
の

環
境
破
壊
と
食
料
や
人
類
の
生
活
に
必
須
の
生
物
資
源

の
枯
渇
が
一
層
深
刻
に
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
中

で
増
加
す
る
人
類
の
生
命
と
生
活
を
支
え
る
生
物
資
源

を
持
続
的
に
生
産
・
利
用
し
な
が
ら
環
境
を
保
全
す
る

こ
と
は
、
重
要
か
つ
緊
急
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
三
三

億
人
が
生
活
し
、
二
〇
三
〇
年
に
は
五
〇
億
人
に
な
る

と
予
想
さ
れ
る
巨
大
な
人
口
を
か
か
え
る
ア
ジ
ア
地
域
で

は
こ
れ
ら
の
課
題
は
深
刻
で
す
。
東
南
ア
ジ
ア
地
域
は

気
候
条
件
、
人
的
資
源
か
ら
地
球
上
で
最
も
高
い
生
物

生
産
性
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
工
業
開
発
の
急
速

な
進
行
と
大
量
な
肥
料
・
農
薬
の
投
入
に
よ
る
生
物
生

産
性
は
環
境
破
壊
を
う
み
、
現
存
す
る
生
物
資
源
を
枯

渇
の
危
機
に
追
い
や
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
ア
ジ
ア
生
物
資
源
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
生
態
系

の
機
能
の
理
解
の
上
に
立
っ
て
、
生
態
系
間
に
存
在
す

る
相
互
作
用
を
効
果
的
に
用
い
る
な
ど
、
環
境
へ
の
負

荷
の
少
な
い
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
投
入
型
の
持
続
的
生
物
生

産
・
利
用
管
理
手
法
の
開
発
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
ア
ジ
ア
各
地
の
研
究
者
と
の
共
同
の
フ
ィ
ー

ル
ド
研
究
か
ら
解
決
す
べ
き
課
題
を
探
り
、
研
究
室
で

の
基
礎
的
研
究
を
す
す
め
、
そ
の
成
果
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に

還
す
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
研
究
を
す
す
め
て
い
ま
す
。 
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教育・研究の現場から 

 生物生産工学研究センター 
Biotechnology Research Center

堀之内　末治 
生物生産工学研究センター長 

http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/biotec-res-ctr/

 

コンピューター制御可能な30リットルの組換え体封じ込め型培養装置 
組換え体を含む有用な微生物を大量に培養・調製する際に用いられる。農学部二類３年生の学生実験における生物工学的
実習にも利用されている。 
 

モデル植物を用いた変異体の取得 
シロイヌナズナ、タバコ、イネの変異体を用いて、種々の植物の有用機能が理解されつつある。 

有用酵素のＸ線結晶構造解析 
種々の有用酵素について結晶化・Ｘ線立体
構造解析を行っており、酵素の触媒機能の
原子レベルでの理解が進んでいる。 

　
生
物
生
産
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
文
京
区
弥
生
の

農
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
セ
ン
タ

ー
が
あ
る
場
所
に
は
、
か
つ
て
「
発
酵
工
場
」
の
名
前
で

呼
ば
れ
た
施
設
が
あ
り
、
伝
統
的
な
微
生
物
利
用
技
術

で
あ
る
「
発
酵
」
に
関
連
す
る
種
々
の
研
究
・
教
育
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
地
に
、
農
学
部
農
芸
化
学

科
（
現 

応
用
生
命
化
学
、
応
用
生
命
工
学
の
両
専
攻
）

で
長
年
に
わ
た
っ
て
醸
成
さ
れ
て
き
た
微
生
物
利
用
研
究

を
柱
に
、
２
０
０
リ
ッ
ト
ル
、
３
０
リ
ッ
ト
ル
容
の
ジ
ャ
ー
フ

ァ
ー
メ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
大
規
模
微
生
物
培
養
設

備
を
備
え
た
「
農
学
部
生
物
生
産
工
学
研
究
施
設
」
が

一
九
八
四
年
（
昭
和
五
九
年
）
に
設
置
さ
れ
、
こ
れ
を
基

盤
と
し
て
一
九
九
三
年
（
平
成
五
年
）
に
第
一
期
生
物

生
産
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
二
研
究
部
門
か
ら
構
成
）
が

発
足
し
ま
し
た
。
第
一
期
で
は
、
環
境
・
食
糧
・
医
療

と
い
っ
た
分
野
に
構
造
生
物
学
的
研
究
手
法
を
導
入
す
る

こ
と
が
主
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
成
果

が
認
め
ら
れ
て
二
〇
〇
三
年
四
月
に
環
境
保
全
工
学
、
細

胞
機
能
工
学
、
植
物
機
能
工
学
の
三
研
究
部
門
か
ら
成

る
現
セ
ン
タ
ー
へ
と
発
展
的
改
組
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
現
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
環
境
」
「
食
糧
」
「
有
用
物
質

生
産
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
微
生
物
・
植
物
バ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
世
界
の

研
究
拠
点
と
な
る
べ
く
、
基
礎
・
応
用
研
究
を
強
力
に

推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
世
界
最
先
端
の
当
該
分
野

の
教
育
を
行
う
こ
と
で
次
世
代
を
担
う
優
秀
な
人
材
を

排
出
す
る
こ
と
も
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
お
り
、
農
学
部
・

大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
の
全
面
的
な
支
援
の
下
、

学
部
教
育
・
大
学
院
教
育
に
も
参
画
し
て
毎
年
多
く
の

人
材
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
内
共
同
利
用
セ
ン

タ
ー
と
し
て
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
の
側
面
も
持
っ
て
お
り
、

他
部
局
の
多
く
の
研
究
者
に
、
先
端
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
研
究
施
設
・
設
備
を
開
放
し
て
い
ま
す
。 
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 人工物工学研究センター 
Research into Artifacts,Center for Engineering 

新井　民夫 
人工物工学研究センター長 

http://www.race.u-tokyo.ac.jp/cgi-bin/raceweb/top_index.cgi

図２ ライフサイクルシミュレーションシステム 

図１ 人工物工学研究センターの研究分野 

 

　
本
セ
ン
タ
ー
は
、
吉
川
弘
之
東
京
大
学
元
総
長
の

提
唱
を
受
け
、
文
部
省
の
支
援
に
よ
り
一
九
九
二
年

に
創
立
さ
れ
、
二
〇
〇
二
年
よ
り
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

工
学
研
究
部
門
、
サ
ー
ビ
ス
工
学
研
究
部
門
、
デ
ジ

タ
ル
価
値
工
学
研
究
部
門
、
そ
し
て
共
創
工
学
研
究

部
門
の
新
し
い
四
つ
の
研
究
部
門
と
な
っ
て
さ
ら
な
る

十
年
に
踏
み
だ
し
ま
し
た
。
図
１
に
は
本
セ
ン
タ
ー

の
設
立
の
意
図
と
経
緯
と
を
示
し
ま
す
。 

　
こ
の
「
人
工
物
工
学
」
と
い
う
分
野
は
、
創
立

以
来
十
二
年
が
経
っ
た
今
も
学
問
的
に
は
新
し
い
分

野
で
あ
り
、
一
般
的
に
は
ま
だ
ま
だ
聞
き
な
じ
み
の

な
い
言
葉
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
石
器

時
代
か
ら
人
間
が
脈
々
と
作
り
上
げ
て
き
た
人
工
物

は
、
現
在
、
急
速
に
モ
ノ
や
道
具
と
し
て
の
存
在
を

超
え
、
自
然
環
境
と
並
ん
で
人
工
物
環
境
と
呼
べ

る
よ
う
な
一
つ
の
大
き
な
シ
ス
テ
ム
を
構
成
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ら
を
創
り
だ
し
た
人
間
の
意

図
か
ら
離
れ
て
、
環
境
破
壊
や
公
害
と
い
っ
た
二
〇

世
紀
の
負
の
遺
産
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
人
間
が

「
あ
そ
ぶ
存
在
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
創
る
存
在
」

で
あ
る
こ
と
は
万
人
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

「
人
工
物
工
学
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
人
間
の
活
動

そ
の
も
の
が
持
つ
意
味
を
探
求
す
る
視
点
と
、
創

り
だ
さ
れ
た
「
人
工
物
と
社
会
と
を
調
和
さ
せ
る
」

視
点
と
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
人
工
物
は
そ
の
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
全
体
で
社
会
と
関
係
し
ま
す
。
モ
ノ
を

創
る
過
程
に
は
そ
の
関
係
を
安
定
的
に
保
つ
深
い
配

慮
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
工
学

は
い
ま
ま
で
「
創
る
」
過
程
を
科
学
し
て
き
ま
し

た
。
こ
こ
四
半
世
紀
は
そ
の
逆
過
程
も
扱
っ
て
い
ま

す
。
人
工
物
工
学
は
モ
ノ
と
ヒ
ト
と
の
関
係
が
最
も

深
い
「
消
費
・
使
用
・
保
全
」
を
含
め
て
、
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
全
体
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
図
２
）
を

行
い
、
モ
ノ
と
ヒ
ト
と
の
付
き
合
い
方
を
考
察
し
て

い
き
ま
す
。  

　
人
工
物
工
学
は
実
社
会
と
と
も
に
変
化
す
る
生
き

た
学
問
分
野
で
す
。
人
工
物
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
は

従
来
の
工
学
の
枠
を
超
え
、
ま
た
、
産
学
官
を
問
わ

ず
広
い
分
野
の
方
々
と
の
協
力
に
よ
っ
て
社
会
へ
の
貢

献
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 
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教育・研究の現場から 

 大規模集積システム設計教育研究センター 
VLSI Design and Education Center

年吉　洋 
大規模集積システム設計教育研究センター　助教授 

http://www.vdec.u-tokyo.ac.jp/

 

　
東
京
大
学
大
規
模
集
積
シ
ス
テ
ム
設
計
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
（
Ｖ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
）
は
、
日
本
の
国
公
私
立
大
学

と
工
業
高
等
専
門
学
校
に
お
け
る
Ｖ
Ｌ
Ｓ
Ｉ
設
計
教
育

の
充
実
と
研
究
活
動
の
推
進
の
た
め
に
一
九
九
六
年

（
平
成
八
年
）
五
月
に
全
国
共
同
利
用
施
設
と
し
て
発

足
し
た
セ
ン
タ
ー
で
、
今
年
で
設
立
八
年
目
を
迎
え
ま

す
。
本
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
頂
い
て
い
る
全
国
の
教
官
・

学
生
の
方
々
の
ご
努
力
と
、
多
数
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
（C

om
puter 

A
ided D

esign

）
ツ
ー
ル
ベ
ン
ダ
ー
、
チ
ッ
プ
試
作
会

社
、
フ
ォ
ト
マ
ス
ク
メ
ー
カ
ー
、
チ
ッ
プ
組
み
立
て
会
社
、

お
よ
び
半
導
体
産
業
界
の
ご
支
援
に
よ
り
、
Ｖ
Ｄ
Ｅ
Ｃ

で
は
こ
れ
ま
で
に
Ｖ
Ｌ
Ｓ
Ｉ
設
計
に
必
要
な
最
新
の
Ｃ

Ａ
Ｄ
ツ
ー
ル
の
共
同
利
用
や
、
設
計
技
術
情
報
の
周
知
、

ほ
ぼ
毎
月
一
度
全
国
か
ら
設
計
を
募
集
す
る
マ
ル
チ
ユ

ー
ザ
ー
／
マ
ル
チ
チ
ッ
プ
試
作
の
窓
口
、
年
数
回
の
設

計
セ
ミ
ナ
ー
・
研
究
会
な
ど
を
全
国
に
向
け
て
継
続

的
に
企
画
し
、
提
供
し
て
き
ま
し
た
。 

　
Ｖ
Ｌ
Ｓ
Ｉ
技
術
は
発
展
の
歩
み
を
と
め
る
こ
と
な
く

性
能
と
規
模
を
増
し
続
け
、
今
日
で
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

と
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
シ
ス
テ
ム
全
体
を
包
含
す
る
巨
大
な

シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｓ
Ｉ
へ
と
発
展
を
遂
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｓ
Ｉ
が
多
種
多
様
な
情
報
機
器
・
シ

ス
テ
ム
の
形
で
日
常
生
活
や
産
業
活
動
の
中
に
深
く

浸
透
す
る
の
に
伴
っ
て
、
求
め
ら
れ
る
性
能
や
信
頼
性

は
よ
り
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
Ｖ
Ｄ
Ｅ
Ｃ

で
は
、
こ
れ
ら
の
要
求
に
応
え
ら
れ
る
幅
広
い
設
計
技

術
を
も
っ
た
人
材
教
育
と
研
究
活
動
を
推
進
す
る
こ

と
を
通
し
て
、
二
一
世
紀
の
社
会
の
発
展
に
寄
与
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
昨
年
の
十
月
末
に
は
タ
ケ
ダ
理
研
工
業
（
現
　
ア

ド
バ
ン
テ
ス
ト
）
の
創
始
者
で
あ
る
武
田
郁
夫
氏
か
ら

の
寄
付
建
物
「
武
田
先
端
知
ビ
ル
」
が
竣
工
い
た
し

ま
し
た
。
こ
こ
を
拠
点
と
し
て
Ｖ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
で
は
従
来
の

サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
充
実
す
る
と
と
も
に
、
新
し
い
集
積

化
技
術
の
研
究
体
制
整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
を
も
と
に
諸
外
国
に
も
例
を
み
な
い
付
加
価
値
の

高
い
新
し
い
チ
ッ
プ
試
作
シ
ス
テ
ム
を
構
築
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

（株） 

VDECの活動内容 

言問通りから見た武田先端知ビル．VDECの拠点． VDECにおけるCAD講習会の様子 

２００３年に制定したVDECのロゴ 
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 原子力研究総合センター 
Research Center for Nuclear Science and Technology

中沢　正治 
原子力研究総合センター長 

http://www.rcnst.u-tokyo.ac.jp

写真３　銀粒子イオンを５ミクロンの金箔に衝突させた時の様子を特殊顕微
鏡で見た写真（宇宙や核融合炉のシミュレイション実験） 
 

写真２　東大通用門から入ったときに見える原
総センターの５階建ての頭でっかちのタンデム
加速器棟 
 

 

 
千
代
田
線
を
根
津
駅
で
降
り
、
こ
の
路
線
に
直
交

し
て
い
る
「
言
問
通
り
」
の
坂
道
を
弥
生
町
の
方
へ

（
「
弥
生
式
土
器
発
掘
ゆ
か
り
の
地
」
の
石
碑
、
写

真
１
参
照
）
四
〇
ｍ
程
上
る
と
、
左
手
に
決
し
て
そ

れ
と
は
わ
か
ら
な
い
東
京
大
学
へ
の
通
用
門
が
あ
る
。

そ
こ
を
入
っ
て
、
や
は
り
、
四
〇
ｍ
程
行
く
と
、
突
然

写
真
２
の
よ
う
な
頭
で
っ
か
ち
の
五
階
建
て
ビ
ル
が
現

れ
る
。
こ
の
あ
た
り
が
、
原
子
力
研
究
総
合
セ
ン
タ

ー
（
略
し
て
原
総
セ
ン
タ
ー
）
で
あ
り
、
こ
の
ビ
ル
に

は
タ
ン
デ
ム
加
速
器
と
い
う
装
置
が
入
っ
て
お
り
、
五

階
部
分
で
作
ら
れ
た
イ
オ
ン
が
一
階
ま
で
加
速
さ
れ

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
利
用
は
、
研
究
者
た
ち
が

「
Ａ
Ｍ
Ｓ
」
と
呼
ぶ
微
量
元
素
分
析
が
多
く
、
有
名

な
炭
素
十
四
の
年
代
測
定
で
は
昨
年
、
「
日
本
の
歴

史
上
の
弥
生
時
代
は
通
説
よ
り
五
〇
〇
年
程
古
い
ら

し
い
」
と
い
う
デ
ー
タ
を
だ
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
こ
の
あ
た
り
の
原
総
セ
ン
タ
ー
の
別
館
に
は
、

コ
バ
ル
ト
　
照
射
装
置
、
イ
オ
ン
加
速
器
、
電
子
顕

微
鏡
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
（
人
体
用
の
放
射
線

測
定
器
。
太
っ
た
人
は
放
射
線
が
多
い
と
い
う
結
果

が
出
て
い
る
）
な
ど
が
あ
り
、
学
内
の
放
射
線
科
学

や
原
子
力
工
学
の
研
究
者
が
使
い
に
来
て
い
ま
す
。

ま
た
、
未
登
録
ウ
ラ
ン
の
学
内
に
お
け
る
回
収
の
役

割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。 

　
以
上
が
原
総
セ
ン
タ
ー
の
本
郷
の
二
部
門
で
す
が
、

茨
城
県
東
海
村
に
も
二
部
門
あ
り
ま
す
。
そ
の
ひ
と

つ
は
、
大
量
の
イ
オ
ン
を
照
射
で
き
る
重
照
射
研
究

部
門
で
、
例
え
ば
写
真
３
で
す
が
、
「
銀
粒
子
イ
オ

ン
を
５
ミ
ク
ロ
ン
角
の
金
箔
表
面
に
衝
突
さ
せ
た
と

き
の
様
子
を
特
殊
な
顕
微
鏡
で
測
定
し
た
も
の
」
で

す
。
も
う
一
部
門
は
、
日
本
原
子
力
研
究
所
の
原

子
炉
や
加
速
器
な
ど
の
装
置
群
を
全
国
の
大
学
の
研

究
者
や
学
生
が
使
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。
原
総
セ
ン
タ
ー
は
原
子
力
や
放
射

線
の
分
野
で
の
研
究
・
教
育
用
の
装
置
を
用
意
し
て

い
る
と
こ
ろ
と
言
え
ま
す
。 

 

写真１　弥生町の弥生式土器発掘の記念碑 
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